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このS-9は、キッコーマン研究本部で調製されたものです。

変異原性試譲用凍結S-9 _
 家田貿易のS-8は7週令のSOラットの雄に誘導剤としてフェノバルピタール及び5、6ーベンゾフラボン

を腹腔内投与した肝臓から調整したものを標準としていますが、 その他の動物種及び誘導剤についても御

相談に応じております。

S-8は活性の高い酵素系よりなっておりますので、一BO'Cで保存して下さい。 まれに解凍後分離すること

がありますが活性には異常がありませんので、よく攪拌して御使用下さい。

●包装単位： l.5m£Xl2本詰 ●特注品、S-9に関して詰容量は4.5m£までお受けいたします。

●活性テータ
ロット毎に下記の生化学的活性データを添付致します。

分 画 測定デ ータ

タンパワ質舎量

S-9 チトワロームP-450含量
DMN脱メチ）レ酵素活性(9,0QQxg分画）
アニリン水酸化酵素活性

ベンソ〔a〕ピレン水酸化酵素活性

ミワロソーム タンバつ質含量
(105,000xg分画） チトワロムP-450含量

ロット毎に下記の変異原活性テータ（突然変異株数）を添付致します。

薬 物 菌 株＊

ベ ンゾ 〔a〕ピレン TA-100、TA-98、TA-1537

2ーアミノアントラセン TA-100、TA-98、TA-1537

9、10ージメチ）しアントラセン TA-100、TA-98、TA-1537

自然発生突然変異株数 TA-100、TA-98、TA-1537

※Salmonella typhimunum 

Lエームス試譲用凍結S-SMIXl
O ①エームス試験がより手軽になりました。

⑮S-8にコファクターミックスを加え無菌的に調整しました。

⑪解凍後、直ちにエームス試験にこ使用いただけます。

@S-8が1mQとコファクターミックスが9mQ入っており、？〇プレート分の試験が可
能です。

●包装単位 ：1QmE X 8本、5mEx 4本
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細菌 コロニー

中・
ペトリフィルム 阻止円

●食品コロニー ●水コロニー ●細胞コロニー

●大腸菌コロニー ●レジオネラ菌コロニー

●抗菌コロニー ●エームステスト

日 H罪＂却開星！匝秤尋謂伸蜘 1

染色体異常試麟用凍結S-SMIX|
〇 ①染色体異常試験がより簡単になりました。

⑮S-8にコファクターミックスを加え無菌的に調整しました。

⑬解凍後、直ちに染色体異常試験にご使用いただけます。

④S-8がl.05mQとコファクターミックスが？．45mQ入っており、7プレート分の試験が
可能です。

●包装単位 ：3.5m£ X 3本

カタログNo. 品 名 包装 価格

S-9 変異原性試験用凍結S-9 1 Sm£ X 12本 ¥36,000 

S-9 MIX エームス試験用凍結S-9MIX 1 Om£ X 8本 ¥43,200 

S-9 MIXTS 染色体異常試験用凍結S-9MIX 3 Sm£ X 3本 ¥12,000 

Salmonella typhimurium T A-100, 

Benz゚〔a〕pyrene5μg/plate 

-S-9 MIX 

+S-9 Mix 

口回家田繭易株式き社
東京 ：〒113-0033 束京都文京区本郷3-14-16EKビル
TEL.03(3816)2861 FAX.03(3814)5347 

大阪 ：〒564-0044 大 阪府吹田市南金田 1-14-5
TEL.06(6338)1518 FAX.06(6338)5626 

CCDカメラによる撮像画像を次々に加算累積(32画面で約0.5秒）
していき、高品質な計測画像を得る画像積算機能

計測する試料の培地や照明等の不均ーなところの濃麿差等を検出し
て計測する、実時間シェーディング補正機能

●混釈コロニー等での淡く小さいコロニーの計測
●不均ーな培地、透過しない培地のコロニー計測
●ゴミ、インク、気泡が入ったコロニーの計測

●選択培地等色の付いた培地のコロニー計測
●培地やコロニーが片寄ったサンプルの計測
●短時間培養コロニーの計測

- r  
僅か60cm巾のワゴンにのります。
（プリンター付き）

,r1『f

電源投入後サンプルをセットしてスタート

ボタン（フットスイッチでも可）を押すだけ

でとなたにでも使えます。

冒町需暑
サンプルをセットすると同時にCRT
画面上に計測状況が表示されます。

ヽ 1
重なり合ったコロニーを自動分離しても

1シャーレ0.9秒で計測できます。

数十μmのコロニーや数万個の

コロニーが計測できます。

『 !m『'
顕微鏡、高倍率レンズ、パソコン等の

接続により更に効率の良い運用がで

きます。

※ 現在、測定しているサンプルを、お客様の所へ伺って測定するデモを行います。

製造発売元

國システムサイエンス株式会社 TEL O42(552)5956（代表）
URL:http://www.ssc-bios.co.jp E-mail:info@ssc-bios.co.jp 



THE KRUMDIECK TISSUE SLICER 
生きた組織の無倍スライスができます。

変異圃性試験圃像籐析支援ジ芍：ム
各種変巽原性試験をサポートする画像解析システムをこ柑意しておりま-,-o

←ーi如;仙紺釈豆珊

クルムティーク・ティッシュスライサーは、生化学・

生理学・薬理学・毒物学なとの研究に応用でき、組

織培養のための無菌スライス作成用にテザイン

されています。

●薄い円形のスライスが、5~15圃直径の範囲

で作成できます。

●ボタンを押すだけで、 E~3秒に一枚の割合

で（最高スピードの場合）作成でき、初心者

でも取扱いは簡単です。

●スライスは再現性良く、バラッキもなく60

~1 OOOμmの厚さで作成されます。

ラットの肝臓（倍率430X) ラットの腎臓（倍率lOOX)

右の写真はラットの肝臓のスライス（厚さ60μmおよびl35μm)で、左の写真はラットの腎臓のスライス(135~2DOμm)です。

とちらも切片面の平行性と美しさ（ダメージがない）に注目して下さい。
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SCG試験に必要なデータを計測します。
高感度カメラの使用及び画像強調処理により細胞の不鮮明な箇所も計測が可能です。

[f][e::g:j゚：neter :]}ー、→三 ノ
•Ratio 画像処理装置

•Tail Moment 

｀ 叶；ti讃
UDS試験に必要なテータを計測します。
フィルタ処理により画像強調を行ない、核と細胞質の各エリア内グレイン数及び、NETグレイン数の計測が行なえます。

《計測内容》 《システム構成》

●核グレイン数（lエリア）

●細胞質クレイン数(3エリア）

•NETグレイン数
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•I-し紺吃紺霜9
小核試験に必要なデータを計測します。

フルカラー画像解析装置に取込まれた画面内の核を抽出し、小核、主核のカウントやサイズを解析できます。

《計測内容》 《システム構成》

●小核カウント

●小核サイズ

●主核カウント

●主核サイズ

高

蛍

1特許i出願1中I

ほ四五万〕
E-mail : keio@magical.egg.or.Jp 
URL: http://www.Tokyoweb.or.jp/KEIO/ 

三ェー~□ TVモニタ

画像処理装置

→ニ ノヽコノ

専~?I:-+D TVモニタ

→二 ノコノ

専用：］ゥェー~□ TVモニタ

開発製造元

Image TechR 
露ケイオー電子工業株式会社
本 社 〒567-0828大阪府茨木市舟木町5番12号

TEL.0726-34-1022 F叙．0726-34-1018

東京支店 〒105-0003束京都港区西新橋1丁目13番3号 MYピル2F
TEL.03-5251-4355 F叙．03-5251-4420 
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Lab systems 
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変異原性試験をかえます
■発光カイネティックアッセイによる高感度
■AMES試験と高い相関性
■2検体の測定時間はわずか4時間
■GenotoxicityとCytotoxicityを同時に測定
■測定および結果判定は全自動
■わずか1mgの検体量

””“”霞砂 DNAl心悶10立心:cproduct 
例凶碍紗‘、M八紗篤飢jDamaged DNA 
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〶）大日本製薬株式会社
ラボラトリープロダクツ部

〒564-0053 大販府吹田市江の木町33番94号

TEL (06) 6386-2164（代表） FAX (06) 6337-1606 
〒110-000l 東京都台束区谷中3丁目25番6号
TEL (03) 5685-7205（代表） FAX (03) 3828-6547 

ホームページアドレスhttp://www.daini ppon-pharm.co,ip/labop「ol
学術的問い合わせ

TEL (06) 6386-2184 FAX (06) 6337-1606 

00-09 

編集後記

日本環境変異原学会の事業の中で， 環境変異原研究の発行が最も経費がかか りますが，学

会の活性化を図るには必要不可欠なものです．しかしながら， 学会発表涸題数が毎年 150題

ほどあるにも拘わ らず投稿論文数は寂しい限りです．編集委員が会員に論文投稿をお願いし

て集めているのが現状です．今回， 上記のような事情で発刊が遅れて しまいま した． 会員の

先生方には， 変異原研究の活性化に積極的に参加することをお願い申し卜 げ^ます．

担当編集委員 鈴木 勇司

編 集 委 員

林 真 （委員長） （2000-) 

〒158-8501.東京都世田谷区上用賀1-18-1
国立医薬品食品衛生研究所

安全性生物試験研究センター変異遺伝部

Tel : 03-3700-9872 Fax : 03-3700-2348 

E-mail : hayashi@nihs.go.jp 

鈴木 勇司 （1998-)

〒105-8461 東京都港区西新橋3-25-8

東京慈恵会医科大学 ・環境保健医学教室

Tel : 03-3433-1111 Fax : 03-5472-7526 

E-mail : suzuki@jikei.ac.jp 

森田健 （1998-)

〒300-4247 茨城県つくば市和台43

グラクソ・スミスクライン株式会社筑波研究所

Tel : 0298-64-5532 Fax : 0298-64-8558 

E-mail : tm28417@glaxowellcome.co.uk 

矢嶋 信浩 （1999-)
〒485-0059 小牧市小棟3-45

呵印ラビオ株式会社 開発研究所

Tel : 0568-77-3235 Fax : 0568-76-1046 

E-mail : n-yajima@snowlabio.com 

山田雅巳 （1999-)

〒158-8501 東京都世田谷区上用賀 1-18-1

国立医薬品食品衛生研究所 ・変異追伝部

Tel : 03-3700-1141 (ext 282) 

Fax : 03-3707-6950 

E-mail : myamada@nihs.go.jp 

赤沼 三恵 （2000-)
〒187-0011 東京都小平市鈴木町2-772

（財）残留農薬研究所試験企画部

Tel : 042-382-2146 Fax : 042-383-7640 

E-mail : mie.a@viola.ocn.ne.jp 

若田明裕 （2001-)
〒174-8511 東京都板橋区小豆沢1-1-8

山之内製薬株式会社安全性研究所

Tel : 03-5916-2177 Fax : 03-3960-5141 

E-mail : wakata@yamanouchi.co.jp 

赤沼 三恵 荒木明宏 太田敏博 大塚 雅則

大西克成 葛西 宏 川西 正祐 菊池 康基
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林 真 早津 彦哉 藤川 和男 降旗千恵
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